
JP 5368768 B2 2013.12.18

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建築物の壁下地に外壁材を取り付けるために用いられる外壁材取付金具であって、前記
外壁材取付金具は、前記外壁材と係合される係合金具と、前記壁下地に固定され、前記係
合金具と係合される固定金具とからなり、前記係合金具は、前記外壁材の上部又は下部を
切断して現れた切断面に引っ掛けて係合するための引掛部と、前記固定金具と係合するた
めの差込部とを設けて形成されていると共に、前記固定金具は、矩形板状の固定部の両側
縁から屋外側に延出された二箇所の延出片にそれぞれ、前記差込部が差し込まれて係合さ
れるように形成された受け部を設けて形成され、前記各受け部は、前記延出片の先端から
前記固定部と平行かつ逆向きに設けられた第一受け片と、前記第一受け片の先端から屋外
側に設けられた第二受け片と、前記第二受け片の先端から前記第一受け片と向き合うよう
に設けられた第三受け片とからなり、断面略コ字状に形成されていることを特徴とする外
壁材取付金具。
【請求項２】
　前記引掛部は、前記切断面に形成された溝に引っ掛けて係合されることを特徴とする請
求項１に記載の外壁材取付金具。
【請求項３】
　前記引掛部は、前記外壁材の屋外側の面に引っ掛けて係合されることを特徴とする請求
項１に記載の外壁材取付金具。
【請求項４】
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　前記引掛部は、前記切断面に突き刺して引っ掛けて係合されることを特徴とする請求項
１に記載の外壁材取付金具。
【請求項５】
　前記引掛部は、前記外壁材の上部又は下部を屋外側に下り傾斜又は上り傾斜するように
切断して現れた切断面に引っ掛けて係合されることを特徴とする請求項１に記載の外壁材
取付金具。
【請求項６】
　前記引掛部は、前記外壁材の上部又は下部を段差状に切断して現れた引掛突部の切断面
に引っ掛けて係合されることを特徴とする請求項１に記載の外壁材取付金具。
【請求項７】
　前記係合金具の差込部に鋸歯状の突条が形成されていると共に、前記固定金具の受け部
に前記鋸歯状の突条と逆向きの鋸歯状の突条が形成されていることを特徴とする請求項１
乃至６のいずれか１項に記載の外壁材取付金具。
【請求項８】
　請求項２に記載の外壁材取付金具を用いて建築物の壁下地に外壁材を取り付けることに
よって形成された外壁材取付構造であって、前記外壁材の上部又は下部を切断して現れた
切断面に溝が形成され、前記溝に前記係合金具の引掛部を引っ掛けることによって、前記
外壁材と前記係合金具とが係合されていると共に、前記固定金具が前記壁下地に固定され
、前記係合金具の差込部を前記固定金具の受け部に差し込むことによって、前記係合金具
と前記固定金具とが係合されていることを特徴とする外壁材取付構造。
【請求項９】
　請求項２に記載の外壁材取付金具を用いて建築物の窓枠の下部の壁下地に外壁材を取り
付けると共に、支え片及び固定片を設けて形成された受け金具を用いて前記窓枠の上部の
壁下地に他の外壁材を取り付けることによって形成された外壁材取付構造であって、前記
窓枠の下部に取り付けられる外壁材の上部を切断して現れた切断面に溝が形成され、前記
溝に前記係合金具の引掛部を引っ掛けることによって、前記外壁材と前記係合金具とが係
合されており、前記固定金具が前記窓枠の下部の壁下地に固定され、前記係合金具の差込
部を前記固定金具の受け部に差し込むことによって、前記係合金具と前記固定金具とが係
合されていると共に、前記窓枠の上部に取り付けられる外壁材の下部を切断して現れた切
断面に溝が形成され、前記溝に前記受け金具の支え片を引っ掛けることによって、前記外
壁材と前記受け金具とが係合されていると共に、前記受け金具の固定片が前記窓枠の上部
の壁下地に固定されていることを特徴とする外壁材取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築物の壁下地に外壁材を取り付けるために用いられる外壁材取付金具及び
この外壁材取付金具を用いて建築物の壁下地に外壁材を取り付けることによって形成され
た外壁材取付構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、多くの建築物の外壁材３は図２０や図２１に示すように取り付けられている。具
体的には、まず図２０に示すように基礎２３の上に土台２４を設置し、この土台２４の上
に複数の柱２５を所定間隔をあけて立設する。次に各柱２５の屋外側に防水紙２６を張設
した後、この防水紙２６を介して各柱２５の屋外側に壁下地２（縦胴縁）を設置する。そ
の後、この壁下地２に下から順に外壁材３を左右隣接させて取り付けていくものであるが
、このとき各外壁材３は壁下地２に固定された複数の支持金具（図示省略）によって支持
されているものである。
【０００３】
　そして、このようにして複数の外壁材３を下から順に取り付けていくと、やがて軒天井
３４の下部において通常の外壁材３の大きさよりも小さな領域が残ってしまう場合がある



(3) JP 5368768 B2 2013.12.18

10

20

30

40

50

。この場合、既に取り付けた外壁材３の上にさらに外壁材３を取り付けようとすると軒天
井３４が邪魔になるので、軒天井３４の下部に残った領域は通常の外壁材３のままでは覆
い隠すことができない。
【０００４】
　そこで、このような場合には、図２２に示すように、外壁材３の上部の余分な箇所を切
り落とし、所望の大きさに形成した外壁材３を釘、ねじ等の固定具３８を用いて壁下地２
に取り付けることによって、軒天井３４の下部に残った領域を覆い隠すようにしている。
【０００５】
　しかし、図２２に示す場合にあっては、釘、ねじ等の固定具３８を直接外壁材３に打ち
込んだりねじ込んだりしているので、外観が悪くなるおそれがある。なお、図２２におい
て、３９はスペーサーであって、外壁材３と壁下地２との間の隙間を確保するためのもの
であり、また３５及び３６はそれぞれシーリング及びバックアップ材であって、外壁材３
と軒天井３４との間の隙間を充填するためのものである。
【０００６】
　ところで、外壁材３は、窓を形成する箇所を避けて取り付けられるが、このような場合
に外壁材３を窓枠３７の側端部に近接させて取り付けることができるようにしたサイディ
ング取付金具が知られている（例えば、特許文献１参照。）。そして特に特許文献１に記
載のサイディング（外壁材３）の上部及び下部にはサイディング取付金具が使用できるよ
うにあらかじめ上サネ及び下サネが設けられている。
【０００７】
　しかし、窓枠３７の下縁の高さと外壁材３の上縁の高さが一致するのは稀であり、通常
は図２０や図２１に示すように両者の高さは一致しない。これは、窓枠３７の上縁の高さ
と外壁材３の下縁の高さについても同様である。そのため、窓枠３７の下部又は上部に通
常の外壁材３の大きさよりも小さな領域が残ってしまう場合がある。この場合、既に取り
付けた外壁材３の上又は下にさらに外壁材３を取り付けようとすると窓の一部を塞いでし
まうことになるので、窓枠３７の下部又は上部に残った領域は通常の外壁材３のままでは
覆い隠すことができない。
【０００８】
　そこで、このような場合には、図２３に示すように、外壁材３の上部又は下部の余分な
箇所を切り落とし、所望の大きさに形成した外壁材３を釘、ねじ等の固定具３８を用いて
壁下地２に取り付けることによって、窓枠３７の下部又は上部に残った領域を覆い隠すよ
うにしている。この場合、外壁材３を所望の大きさに形成するために上サネ又は下サネを
余分な箇所として切り落としてしまっているので、特許文献１に記載されているような従
来のサイディング取付金具は使用することができなくなり、上記のように釘、ねじ等の固
定具３８を使用せざるを得なくなるものである。
【０００９】
　しかし、図２３に示す場合にあっても、図２２に示す場合と同様に、釘、ねじ等の固定
具３８を直接外壁材３に打ち込んだりねじ込んだりしているので、外観が悪くなるおそれ
がある。なお、図２３において、３９はスペーサーであって、外壁材３と壁下地２（横胴
縁）との間の隙間を確保するためのものであり、また３５及び３６はそれぞれシーリング
及びバックアップ材であって、外壁材３と窓枠３７との間の隙間を充填するためのもので
ある。
【特許文献１】特開２００７－２１７９７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、釘、ねじ等の固定具を直接外壁材に打
ち込んだりねじ込んだりすることなく外壁材を壁下地に取り付けることができると共に、
複数の外壁材を隣接させて壁下地に取り付けていく場合に、通常の外壁材の大きさよりも
小さな領域が軒天井の下部や窓枠の上部・下部に残ってしまったとしても、所望の大きさ
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に切断した外壁材を壁下地に取り付けることによって前記領域を覆い隠して無くすことが
できる外壁材取付金具及び外壁材取付構造を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の請求項１に係る外壁材取付金具は、建築物の壁下地２に外壁材３を取り付ける
ために用いられる外壁材取付金具１であって、前記外壁材取付金具１は、前記外壁材３と
係合される係合金具４と、前記壁下地２に固定され、前記係合金具４と係合される固定金
具５とからなり、前記係合金具４は、前記外壁材３の上部又は下部を切断して現れた切断
面に引っ掛けて係合するための引掛部７と、前記固定金具５と係合するための差込部８と
を設けて形成されていると共に、前記固定金具５は、矩形板状の固定部１７の両側縁から
屋外側に延出された二箇所の延出片１８にそれぞれ、前記差込部８が差し込まれて係合さ
れるように形成された受け部９を設けて形成され、前記各受け部９は、前記延出片１８の
先端から前記固定部１７と平行かつ逆向きに設けられた第一受け片２０と、前記第一受け
片２０の先端から屋外側に設けられた第二受け片２１と、前記第二受け片２１の先端から
前記第一受け片２０と向き合うように設けられた第三受け片２２とからなり、断面略コ字
状に形成されていることを特徴とするものである。
【００１２】
　請求項２に係る発明は、請求項１において、前記引掛部７は、前記切断面に形成された
溝６に引っ掛けて係合されることを特徴とするものである。
【００１３】
　請求項３に係る発明は、請求項１において、前記引掛部７は、前記外壁材３の屋外側の
面に引っ掛けて係合されることを特徴とするものである。
【００１４】
　請求項４に係る発明は、請求項１において、前記引掛部７は、前記切断面に突き刺して
引っ掛けて係合されることを特徴とするものである。
【００１５】
　請求項５に係る発明は、請求項１において、前記引掛部７は、前記外壁材３の上部又は
下部を屋外側に下り傾斜又は上り傾斜するように切断して現れた切断面に引っ掛けて係合
されることを特徴とするものである。
【００１６】
　請求項６に係る発明は、請求項１において、前記引掛部７は、前記外壁材３の上部又は
下部を段差状に切断して現れた引掛突部４０の切断面に引っ掛けて係合されることを特徴
とするものである。
【００１７】
　請求項７に係る発明は、請求項１乃至６のいずれか１項において、前記係合金具４の差
込部８に鋸歯状の突条１０が形成されていると共に、前記固定金具５の受け部９に前記鋸
歯状の突条１０と逆向きの鋸歯状の突条１１が形成されていることを特徴とするものであ
る。
【００１８】
　本発明の請求項８に係る外壁材取付構造は、請求項２に記載の外壁材取付金具１を用い
て建築物の壁下地２に外壁材３を取り付けることによって形成された外壁材取付構造であ
って、前記外壁材３の上部又は下部を切断して現れた切断面に溝６が形成され、前記溝６
に前記係合金具４の引掛部７を引っ掛けることによって、前記外壁材３と前記係合金具４
とが係合されていると共に、前記固定金具５が前記壁下地２に固定され、前記係合金具４
の差込部８を前記固定金具５の受け部９に差し込むことによって、前記係合金具４と前記
固定金具５とが係合されていることを特徴とするものである。
【００１９】
　本発明の請求項９に係る外壁材取付構造は、請求項２に記載の外壁材取付金具１を用い
て建築物の窓枠３７の下部の壁下地２に外壁材３を取り付けると共に、支え片４１及び固
定片４２を設けて形成された受け金具４３を用いて前記窓枠３７の上部の壁下地２に他の
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外壁材３を取り付けることによって形成された外壁材取付構造であって、前記窓枠３７の
下部に取り付けられる外壁材３の上部を切断して現れた切断面に溝６が形成され、前記溝
６に前記係合金具４の引掛部７を引っ掛けることによって、前記外壁材３と前記係合金具
４とが係合されており、前記固定金具５が前記窓枠３７の下部の壁下地２に固定され、前
記係合金具４の差込部８を前記固定金具５の受け部９に差し込むことによって、前記係合
金具４と前記固定金具５とが係合されていると共に、前記窓枠３７の上部に取り付けられ
る外壁材３の下部を切断して現れた切断面に溝６が形成され、前記溝６に前記受け金具４
３の支え片４１を引っ掛けることによって、前記外壁材３と前記受け金具４３とが係合さ
れていると共に、前記受け金具４３の固定片４２が前記窓枠３７の上部の壁下地２に固定
されていることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の請求項１に係る外壁材取付金具によれば、釘、ねじ等の固定具を直接外壁材に
打ち込んだりねじ込んだりすることなく外壁材を壁下地に取り付けることができると共に
、複数の外壁材を隣接させて壁下地に取り付けていく場合に、通常の外壁材の大きさより
も小さな領域が軒天井の下部や窓枠の上部・下部に残ってしまったとしても、所望の大き
さに切断した外壁材を壁下地に取り付けることによって前記領域を覆い隠して無くすこと
ができるものである。
【００２１】
　請求項２に係る発明によれば、外壁材と係合金具とを強固に係合することができるもの
である。
【００２２】
　請求項３に係る発明によれば、外壁材の切断面に溝を形成する作業を省略することがで
きると共に、外壁材と係合金具とを強固に係合することができるものである。
【００２３】
　請求項４に係る発明によれば、外壁材の切断面に溝を形成する作業を省略することがで
きると共に、外壁材の厚みについて特に制限を受けることなく、外壁材と係合金具とを強
固に係合することができるものである。
【００２４】
　請求項５に係る発明によれば、外壁材の切断面に溝を形成する作業を省略することがで
きると共に、外壁材の厚みについて特に制限を受けることなく、外壁材と係合金具とを強
固に係合することができるものである。
【００２５】
　請求項６に係る発明によれば、外壁材と係合金具とを強固に係合することができるもの
である。
【００２６】
　請求項７に係る発明によれば、係合金具の差込部の突条と固定金具の受け部の突条とが
噛み合うことによって、係合金具と固定金具との係合の解除を確実に防止することができ
るものである。
【００２７】
　本発明の請求項８に係る外壁材取付構造によれば、釘、ねじ等の固定具を直接外壁材に
打ち込んだりねじ込んだりすることなく外壁材を壁下地に取り付けることができると共に
、複数の外壁材を隣接させて壁下地に取り付けていく場合に、通常の外壁材の大きさより
も小さな領域が軒天井の下部や窓枠の上部・下部に残ってしまったとしても、所望の大き
さに切断した外壁材を壁下地に取り付けることによって前記領域を覆い隠して無くすこと
ができるものである。
【００２８】
　本発明の請求項９に係る外壁材取付構造によれば、釘、ねじ等の固定具を直接外壁材に
打ち込んだりねじ込んだりすることなく外壁材を壁下地に取り付けることができると共に
、複数の外壁材を隣接させて壁下地に取り付けていく場合に、通常の外壁材の大きさより
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も小さな領域が窓枠の上部・下部に残ってしまったとしても、所望の大きさに切断した外
壁材を壁下地に取り付けることによって前記領域を覆い隠して無くすことができるもので
ある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。
【００３０】
　図１は本発明に係る外壁材取付金具の一例を示すものであり、これは、建築物の壁下地
２に外壁材３を取り付けるために用いられるものである。そしてこの外壁材取付金具１は
、係合金具４と固定金具５とからなる。
【００３１】
　係合金具４は、外壁材３と係合されるものであって、図１（ａ）に示すように、矩形板
状の本体部１２に引掛部７と差込部８とを設けて形成されている。引掛部７は、本体部１
２の上端略中央部から突出して設けられた突出片１３と、この突出片１３の先端から水平
に設けられた水平片１４と、この水平片１４の先端から垂下して突出片１３と向き合うよ
うに設けられた引掛片１５とからなり、断面略コ字状に形成されている。そして引掛部７
の引掛片１５は、屋外側に位置しており、図１（ｄ）に示すように、外壁材３の上部（又
は下部）を切断して現れた切断面に形成された溝６に引っ掛けられるものである。このよ
うにして、外壁材３と係合金具４とを強固に係合することができるものである。なお、溝
６は、外壁材３の切断面の全長にわたって形成してもよいし、外壁材取付金具１を取り付
ける所定箇所のみに形成してもよい。また、差込部８は、本体部１２の両側縁に差込片１
６として設けられており、後述するように、固定金具５と係合されるものであって、固定
金具５に設けられた受け部９に差し込まれるものである。さらに、係合金具４の本体部１
２のうち少なくとも差込部８には鋸歯状の突条１０が形成されている。
【００３２】
　また、固定金具５は、壁下地２に固定され、係合金具４と係合されるものであって、図
１（ｂ）に示すように、矩形板状の固定部１７の両側縁から屋外側に延出された二箇所の
延出片１８にそれぞれ受け部９を設けて形成されている。固定部１７には、釘、ねじ等の
固定具３８を挿入して壁下地２に固定するための開孔１９が形成されている。また各受け
部９は、延出片１８の先端から固定部１７と平行かつ逆向きに設けられた第一受け片２０
と、この第一受け片２０の先端から屋外側に設けられた第二受け片２１と、この第二受け
片２１の先端から第一受け片２０と向き合うように設けられた第三受け片２２とからなり
、それぞれ断面略コ字状に形成されている。各受け部９において第一受け片２０と第三受
け片２２との間の間隔は、係合金具４の差込部８の差込片１６の厚みと略同一であり、ま
た両受け部９の第二受け片２１間の長さは、係合金具４の本体部１２の両側縁間の長さと
略同一である。さらに、固定金具５の受け部９において第一受け片２０の屋外側の面及び
第三受け片２２の屋内側の面には、係合金具４の差込部８に形成された鋸歯状の突条１０
と逆向きの鋸歯状の突条１１が形成されている。なお、係合金具４の鋸歯状の突条１０が
本体部１２の屋外側の面にのみ形成されている場合には、固定金具５の鋸歯状の突条１１
は第三受け片２２の屋内側の面にのみ形成すればよく、また係合金具４の鋸歯状の突条１
０が本体部１２の屋内側の面にのみ形成されている場合には、固定金具５の鋸歯状の突条
１１は第一受け片２０の屋外側の面にのみ形成すればよい。
【００３３】
　そして、図１（ｃ）の矢印で示すように、固定金具５の上方から係合金具４の差込部８
の差込片１６を固定金具５の受け部９に差し込んでいくことによって、係合金具４と固定
金具５を係合することができる。このとき、係合金具４の差込部８の突条１０と固定金具
５の受け部９の突条１１とは逆向きに形成されているので、両者が噛み合うことによって
、係合金具４と固定金具５との係合の不用意な解除を防止することができるものである。
このように、通常、固定金具５の受け部９は、一旦差し込まれた係合金具４の差込部８の
差込片１６を引き抜いて係合を解除することができないように形成されているが、外壁材
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３を取り替える場合には、適宜の治具を用いて係合を解除することができる。
【００３４】
　図２は本発明に係る外壁材取付金具の他の一例を示すものであり、この外壁材取付金具
１も、係合金具４と固定金具５とからなる。なお、固定金具５は図１（ｂ）に示すものと
同じである。
【００３５】
　図２（ａ）に示す係合金具４は、矩形板状の本体部１２に引掛部７と差込部８とを設け
て形成されている。引掛部７は、本体部１２の上端略中央部から突出して設けられた突出
片１３と、この突出片１３の先端から水平に設けられた水平片１４と、この水平片１４の
先端から垂下して突出片１３と向き合うように設けられた引掛片１５とからなり、断面略
コ字状に形成されている。そして図２（ｄ）に示すように、引掛部７の水平片１４の長さ
は外壁材３の厚みと略同一であり、また引掛部７の引掛片１５は、外壁材３の屋外側の面
に引っ掛けられるものである。この場合には、外壁材３の切断面に溝６を形成する作業を
省略することができると共に、外壁材３と係合金具４とを強固に係合することができるも
のである。また、差込部８は、本体部１２の両側縁に差込片１６として設けられており、
図１に示す場合と同様に、固定金具５と係合されるものであって、固定金具５に設けられ
た受け部９に差し込まれるものである。さらに、係合金具４の本体部１２のうち少なくと
も差込部８には鋸歯状の突条１０が形成されている。
【００３６】
　図３は本発明に係る外壁材取付金具の他の一例を示すものであり、この外壁材取付金具
１も、係合金具４と固定金具５とからなる。なお、固定金具５は図１（ｂ）に示すものと
同じである。
【００３７】
　図３（ａ）に示す係合金具４は、矩形板状の本体部１２に引掛部７と差込部８とを設け
て形成されている。引掛部７は、本体部１２の上端略中央部から突出して設けられた突出
片１３と、この突出片１３の先端から水平に設けられた水平片１４と、この水平片１４の
先端から垂下して突出片１３と向き合うように設けられた引掛片１５とからなり、断面略
コ字状に形成されている。そして引掛部７の引掛片１５は、先端に向かって幅が狭くなる
台形状に鋭利に形成され、屋外側に位置しており、図３（ｄ）に示すように、外壁材３の
上部（又は下部）を切断して現れた切断面に突き刺して引っ掛けられるものである。この
場合には、外壁材３の切断面に溝６を形成する作業を省略することができると共に、外壁
材３の厚みについて特に制限を受けることなく、外壁材３と係合金具４とを強固に係合す
ることができるものである。また、差込部８は、本体部１２の両側縁に差込片１６として
設けられており、図１に示す場合と同様に、固定金具５と係合されるものであって、固定
金具５に設けられた受け部９に差し込まれるものである。さらに、係合金具４の本体部１
２のうち少なくとも差込部８には鋸歯状の突条１０が形成されている。
【００３８】
　図４は本発明に係る外壁材取付金具の他の一例を示すものであり、この外壁材取付金具
１も、係合金具４と固定金具５とからなる。なお、固定金具５は図１（ｂ）に示すものと
同じである。
【００３９】
　図４（ａ）に示す係合金具４は、矩形板状の本体部１２に引掛部７と差込部８とを設け
て形成されている。引掛部７は、本体部１２の上端略中央部から突出して設けられた突出
片１３と、この突出片１３の先端から本体部１２の側に傾斜させて設けられた傾斜片４４
とからなり、断面略Ｖ字状に形成されている。そして引掛部７の傾斜片４４は、屋外側に
位置しており、図４（ｄ）に示すように、外壁材３の上部（又は下部）を屋外側に下り傾
斜（又は上り傾斜）するように切断して現れた切断面に引っ掛けられるものである。この
場合には、外壁材３の切断面に溝６を形成する作業を省略することができると共に、外壁
材３の厚みについて特に制限を受けることなく、外壁材３と係合金具４とを強固に係合す
ることができるものである。また、差込部８は、本体部１２の両側縁に差込片１６として
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設けられており、図１に示す場合と同様に、固定金具５と係合されるものであって、固定
金具５に設けられた受け部９に差し込まれるものである。さらに、係合金具４の本体部１
２のうち少なくとも差込部８には鋸歯状の突条１０が形成されている。
【００４０】
　図５は本発明に係る外壁材取付金具の他の一例を示すものであり、この外壁材取付金具
１も、係合金具４と固定金具５とからなる。なお、固定金具５は図１（ｂ）に示すものと
同じである。
【００４１】
　図５（ａ）に示す係合金具４は、矩形板状の本体部１２に引掛部７と差込部８とを設け
て形成されている。引掛部７は、本体部１２の上端略中央部から突出して設けられた突出
片１３と、この突出片１３の先端から水平に設けられた水平片１４と、この水平片１４の
先端から垂下して突出片１３と向き合うように設けられた引掛片１５とからなり、断面略
コ字状に形成されている。そして引掛部７の引掛片１５は、屋外側に位置しており、図５
（ｄ）に示すように、外壁材３の上部（又は下部）を段差状に切断して現れた引掛突部４
０の切断面に引っ掛けられるものである。このようにして、外壁材３と係合金具４とを強
固に係合することができるものである。なお、引掛部７の水平片１４の長さは引掛突部４
０の厚みと略同一である。また、差込部８は、本体部１２の両側縁に差込片１６として設
けられており、図１に示す場合と同様に、固定金具５と係合されるものであって、固定金
具５に設けられた受け部９に差し込まれるものである。さらに、係合金具４の本体部１２
のうち少なくとも差込部８には鋸歯状の突条１０が形成されている。
【００４２】
　上記のように形成された外壁材取付金具１を用いて建築物の壁下地２に外壁材３を取り
付けることによって、図６や図８に示すように外壁材取付構造を形成することができる。
なお、図６において、外壁材取付金具１は簡略化して図示している。また、以下では、図
１に示す外壁材取付金具１を用いる場合について説明するが、図２～図５に示す外壁材取
付金具１を用いる場合も略同様である。
【００４３】
　まず図２０に示すように基礎２３の上に土台２４を設置し、この土台２４の上に複数の
柱２５を所定間隔をあけて立設する。次に各柱２５の屋外側に防水紙２６を張設した後、
この防水紙２６を介して各柱２５の屋外側に壁下地２（縦胴縁）を設置する。その後、こ
の壁下地２に下から順に外壁材３を左右隣接させて取り付けていくものであるが、このと
き各外壁材３は、図６に示すように、壁下地２に固定された複数の支持金具２７によって
支持されているものである。支持金具２７は、押さえ片２８と支持片２９とを設けて形成
されており、押さえ片２８によって、外壁材３の上部に設けられた被押さえ部３０を押さ
えて、支持金具２７より下に位置する外壁材３を固定することができると共に、支持片２
９によって、外壁材３の下部に設けられた被支持部３１を支持して、支持金具２７より上
に位置する外壁材３を固定することができるものである。なお、各外壁材３において、被
押さえ部３０の屋外側には切欠部３２が形成され、被支持部３１の屋外側には突起部３３
が形成されており、下に位置する外壁材３の切欠部３２に、上に位置する外壁材３の突起
部３３が嵌まり込むことによって、屋外から支持金具２７の押さえ片２８及び支持片２９
が見えないようになっている。
【００４４】
　そして、上記のようにして複数の外壁材３を下から順に取り付けていくと、図６（ａ）
に示すように、やがて窓枠３７の下部において通常の外壁材３の大きさよりも小さな領域
が残ってしまう場合がある。この場合、既に取り付けた外壁材３の上にさらに外壁材３を
取り付けようとすると窓枠３７が邪魔になるので、窓枠３７の下部に残った領域は通常の
外壁材３のままでは覆い隠すことができない。
【００４５】
　そこで、このような場合には、図６（ａ）（ｂ）や図８（ａ）（ｂ）に示すように、ま
ず係合金具４の差込部８の差込片１６を固定金具５の受け部９に上方から差し込んで係合
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金具４と固定金具５とを係合する。ただし、この段階では係合金具４の差込部８の差込片
１６は固定金具５の受け部９に完全には差し込まないようにしておく。なぜなら、後で係
合金具４に外壁材３を係合しやすくするためである。そして釘、ねじ等の固定具３８を用
いて図６（ｂ）や図８（ｂ）に示すように固定金具５を壁下地２に固定する。なお、先に
固定金具５を壁下地２に固定した後、この固定金具５と係合金具４とを係合するようにし
てもよい。
【００４６】
　他方、外壁材３の上部の余分な箇所を切り落とし、外壁材３を所望の大きさに形成する
。次に図７（ａ）（ｂ）に示すように外壁材３の上部を切断して現れた切断面に溝６を形
成する。この溝６は、適宜の加工工具を用いて施工現場において容易に形成することがで
きる。ここで、外壁材３としては、図７に示すような中実のものだけではなく、図１０（
ａ）に示すような中空孔６０が内部に複数設けられたものも用いることができる。そして
このような外壁材３の場合も、まず上部の余分な箇所を切り落とし、外壁材３を所望の大
きさに形成する。図１０（ｂ）において、切断箇所を破線イで示す。次に図１０（ｃ）（
ｄ）に示すように外壁材３の上部を切断して現れた切断面に溝６を形成する。このとき溝
６は、例えば、図１０（ｄ）に示すように中空孔６０の屋内側の側面を基準として形成す
ることができる。このような溝６も、適宜の加工工具を用いて施工現場において容易に形
成することができる。
【００４７】
　そして図６（ｃ）や図８（ｃ）（ｄ）に示すように、外壁材３を持ち上げつつ、外壁材
３の切断面に形成した溝６に係合金具４の引掛部７の引掛片１５を引っ掛けることによっ
て、この外壁材３と係合金具４とを係合する。なお、実際には溝６の断面は見えないが、
図８（ｃ）（ｄ）では溝６の断面が見えるように外壁材３を縦に切断して示している。次
に、図６（ｄ）や図８（ｅ）に示すように、まず外壁材３を押し下げて、この外壁材３の
被支持部３１を支持金具２７の支持片２９によって支持し、その後、係合金具４を押し下
げて引掛部７の引掛片１５を溝６にしっかりと差し込んで外壁材３を固定する。あるいは
、外壁材３と係合金具４を両方同時に押し下げて、外壁材３の被支持部３１を支持金具２
７の上に載せると共に、係合金具４の引掛部７の引掛片１５を溝６にしっかりと差し込ん
で外壁材３を固定するようにしてもよい。なお、図８（ｅ）でも溝６の断面が見えるよう
に外壁材３を縦に切断して示すと共に、支持金具２７の図示は省略している。その後、図
６（ｅ）の矢印や図８（ｆ）に示すように、係合金具４の差込部８の差込片１６を固定金
具５の受け部９に上方から完全に差し込んで係合金具４と固定金具５とを係合する。そし
て最後に図８（ｇ）に示すようにシーリング３５を用いて外壁材３と窓枠３７との間の隙
間を充填すると、外壁材取付構造が形成され、窓枠３７の下部に残った領域を完全に覆い
隠すことができるものである。
【００４８】
　また、図９に示すようにして外壁材取付構造を形成することもできる。なお、図９にお
いても、外壁材取付金具１は簡略化して図示している。また、以下では、図１に示す外壁
材取付金具１を用いる場合について説明するが、図２～図５に示す外壁材取付金具１を用
いる場合も略同様である。また、軒天井３４の下部において通常の外壁材３の大きさより
も小さな領域が残る工程までは既述のとおりであるので説明は省略する。
【００４９】
　図９（ａ）（ｂ）に示すように、まず外壁材３の上部の余分な箇所を切り落とし、外壁
材３を所望の大きさに形成する。図９（ａ）において、切断箇所を破線イで示す。次に図
９（ｂ）に示すように外壁材３の上部を切断して現れた切断面に溝６を形成する。この溝
６は、適宜の加工工具を用いて施工現場において容易に形成することができる。ここで、
外壁材３としては、図９に示すような中実のものだけではなく、図１０（ａ）に示すよう
な中空孔６０が内部に複数設けられたものも用いることができる。そしてこのような外壁
材３の場合も、まず上部の余分な箇所を切り落とし、外壁材３を所望の大きさに形成する
。図１０（ｂ）において、切断箇所を破線イで示す。次に図１０（ｃ）（ｄ）に示すよう
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に外壁材３の上部を切断して現れた切断面に溝６を形成する。このとき溝６は、例えば、
図１０（ｄ）に示すように中空孔６０の屋内側の側面を基準として形成することができる
。このような溝６も、適宜の加工工具を用いて施工現場において容易に形成することがで
きる。
【００５０】
　そして釘、ねじ等の固定具３８を用いて固定金具５を壁下地２に固定すると共に、図９
（ｃ）に示すように外壁材３の切断面に形成した溝６に係合金具４の引掛部７の引掛片１
５を引っ掛けることによって、この外壁材３と係合金具４とを係合する。その後、図９（
ｃ）（ｄ）に示すように、係合金具４の差込部８の差込片１６を固定金具５の受け部９に
上方から差し込んで係合金具４と固定金具５とを係合する。このとき係合金具４に係合さ
れた外壁材３の被支持部３１は支持金具２７の支持片２９によって支持されることになる
。そして最後にシーリング３５及びバックアップ材３６を用いて外壁材３と軒天井３４と
の間の隙間を充填すると、外壁材取付構造が形成され、軒天井３４の下部に残った領域を
完全に覆い隠すことができるものである。
【００５１】
　図１１は、窓枠３７の下部及び上部に通常の外壁材３の大きさよりも小さな領域が残っ
てしまう場合にも、この領域を所望の大きさに形成した外壁材３及び外壁材取付金具１を
用いて完全に覆い隠すことができることを示すものである。窓枠３７の下部の場合につい
ては、軒天井３４の場合と同様の手順で外壁材３を取り付けることになるので説明は省略
するが、窓枠３７の上部の場合については、外壁材取付金具１を逆向きに用いて外壁材３
を取り付けることになる。すなわち、まず外壁材３の下部の余分な箇所を切り落とし、外
壁材３を所望の大きさに形成する。次に外壁材３の下部を切断して現れた切断面に溝６を
形成する。そして釘、ねじ等の固定具３８を用いて固定金具５を壁下地２に固定する。こ
のとき固定金具５は、軒天井３４の場合とは逆向きに固定する。そして外壁材３の切断面
に形成した溝６に係合金具４の引掛部７の引掛片１５を引っ掛けることによって、この外
壁材３と係合金具４とを係合する。その後、係合金具４の差込部８の差込片１６を固定金
具５の受け部９に下方から差し込んで係合金具４と固定金具５とを係合する。このとき係
合金具４に係合された外壁材３の被押さえ部３０は支持金具２７の押さえ片２８によって
押さえられることになる。そして最後にシーリング３５及びバックアップ材３６を用いて
外壁材３と窓枠３７との間の隙間を充填すると、外壁材取付構造が形成され、窓枠３７の
上部に残った領域を完全に覆い隠すことができるものである。
【００５２】
　上記のように本発明によれば、釘、ねじ等の固定具３８を直接外壁材３に打ち込んだり
ねじ込んだりすることなく外壁材３を壁下地２に取り付けることができるものである。ま
た、複数の外壁材３を隣接させて壁下地２に取り付けていく場合に、通常の外壁材３の大
きさよりも小さな領域が軒天井３４の下部や窓枠３７の上部・下部に残ってしまったとし
ても、係合金具４と固定金具５とからなる外壁材取付金具１を用いて、所望の大きさに切
断した外壁材３を壁下地２に取り付けることによって、軒天井３４の下部や窓枠３７の上
部・下部に残った領域を覆い隠して無くすことができるものである。
【００５３】
　ところで、図１１に示すものでは、係合金具４の差込部８に鋸歯状の突条１０が形成さ
れ、固定金具５の受け部９に前記鋸歯状の突条１０と逆向きの鋸歯状の突条１１が形成さ
れた図１２に示すような外壁材取付金具１を用いる場合について説明したが、このような
外壁材取付金具１の代わりに、図１３や図１４に示すようなものを用いてもよい。
【００５４】
　すなわち、図１３に示す外壁材取付金具１においては、係合金具４の差込部８の下端に
膨出部４５が形成され、固定金具５の受け部９に前記膨出部４５が嵌合する嵌合凹部４６
が上下方向に複数形成されている。そして、膨出部４５を任意の嵌合凹部４６に嵌合させ
ることによって、固定金具５に対して係合金具４が係合する位置を上下方向において調整
することができるものである。
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【００５５】
　また、図１４に示す外壁材取付金具１においては、係合金具４の差込部８の下端の屋外
側に返し部４７が形成され、固定金具５の受け部９の下端に開口部４８が形成されている
。また、受け部９の第一受け片２０と第三受け片２２とは、その両者の間隔が返し部４７
よりも若干狭く形成されているが、その両者の間を返し部４７が通過する場合にはその両
者の間隔が弾性的に広がるように形成されている。そして、開口部４８から突き出た返し
部４７が第三受け片の下端縁に引っ掛かることによって、係合金具４と固定金具５との係
合の不用意な解除を防止することができるものである。
【００５６】
　図１５は、窓枠３７の下部及び上部の壁下地２に外壁材３を取り付けて形成される外壁
材取付構造の他の一例を示すものである。窓枠３７の下部の場合については、軒天井３４
の場合と同様の手順で外壁材３を取り付けることになるので説明は省略するが、窓枠３７
の上部の場合については、受け金具４３を用いて外壁材３を取り付けることになる。
【００５７】
　ここで、受け金具４３は、図１７に示すように、支え片４１及び固定片４２を設けて形
成されている。具体的には、受け金具４３は、窓枠３７の上部の壁下地２に固定される固
定片４２と、この固定片４２の下端から屋外側に下り傾斜させて設けられた下り傾斜片４
９と、この下り傾斜片４９の下端から垂下して設けられ、外壁材３の背面に当接される背
面当接片５０と、この背面当接片５０の下端から水平に設けられ、外壁材３の底面に当接
される底面当接片５１と、この底面当接片５１の先端から上向きに突出して設けられた支
え片４１とを備えて形成されている。なお、固定片４２には、釘、ねじ等の固定具３８を
挿入して窓枠３７の上部の壁下地２に固定するための固定孔５２が形成されている。
【００５８】
　また、図１７に示す受け金具４３の代わりに、図１８や図１９に示す受け金具４３を用
いることもできる。図１８に示す受け金具４３は、窓枠３７の上部の壁下地２に固定され
る固定片４２と、この固定片４２の上端から水平に設けられ、外壁材３の底面に当接され
る底面当接片５１と、この底面当接片５１の途中から上向きに突出して設けられ、外壁材
３の背面に当接される背面当接片５０と、底面当接片５１の先端から上向きに突出して設
けられた支え片４１とを備えて形成されている。なお、固定片４２には、釘、ねじ等の固
定具３８を挿入して窓枠３７の上部の壁下地２に固定するための固定孔５２が形成されて
いるが、この固定孔５２は固定片４２の下端縁において開口されている。他方、図１９に
示す受け金具４３は、底面当接片５１の長さが外壁材３の厚みと略同一である以外は、図
１７に示すものと同一である。
【００５９】
　以下では、図１７に示す受け金具４３を用いる場合について説明するが、図１８及び図
１９に示す受け金具４３を用いる場合も略同様である。なお、図１８及び図１９に示す受
け金具４３を用いる場合には、外壁材３の切断面に溝６を形成する作業を省略することが
できる。
【００６０】
　そして、まず必要に応じて外壁材３の下部の余分な箇所を切り落とし、外壁材３を所望
の大きさに形成する。次に外壁材３の下部を切断して現れた切断面に溝６を形成する。一
方、釘、ねじ等の固定具３８を用いて受け金具４３の固定片４２を壁下地２に固定した後
、外壁材３の切断面に形成した溝６に受け金具４３の支え片４１を引っ掛けることによっ
て、この外壁材３と受け金具４３とを図１５（ａ）に示すように係合する。そして最後に
図１５（ｂ）に示すようにシーリング３５及びバックアップ材３６を用いて外壁材３と窓
枠３７との間の隙間を充填すると、外壁材取付構造が形成され、窓枠３７の上部に残った
領域を完全に覆い隠すことができるものである。なお、図１５において、５３は防水テー
プである。また、バックアップ材３６としては、図１６に示すように、弾性体で形成され
、断面略円形状のものを用いるようにしてもよい。
【００６１】
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　上記のように本発明によれば、釘、ねじ等の固定具３８を直接外壁材３に打ち込んだり
ねじ込んだりすることなく外壁材３を壁下地２に取り付けることができると共に、複数の
外壁材３を隣接させて壁下地２に取り付けていく場合に、通常の外壁材３の大きさよりも
小さな領域が窓枠３７の上部・下部に残ってしまったとしても、所望の大きさに切断した
外壁材３を壁下地２に取り付けることによって前記領域を覆い隠して無くすことができる
ものである。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明に係る外壁材取付金具の一例を示すものであり、（ａ）は係合金具の斜視
図、（ｂ）は固定金具の斜視図、（ｃ）は係合金具と固定金具を係合する際の斜視図、（
ｄ）は係合金具と固定金具を係合した状態を示す概略断面図である。
【図２】本発明に係る外壁材取付金具の他の一例を示すものであり、（ａ）は係合金具の
斜視図、（ｂ）は固定金具の斜視図、（ｃ）は係合金具と固定金具を係合する際の斜視図
、（ｄ）は係合金具と固定金具を係合した状態を示す概略断面図である。
【図３】本発明に係る外壁材取付金具の他の一例を示すものであり、（ａ）は係合金具の
斜視図、（ｂ）は固定金具の斜視図、（ｃ）は係合金具と固定金具を係合する際の斜視図
、（ｄ）は係合金具と固定金具を係合した状態を示す概略断面図である。
【図４】本発明に係る外壁材取付金具の他の一例を示すものであり、（ａ）は係合金具の
斜視図、（ｂ）は固定金具の斜視図、（ｃ）は係合金具と固定金具を係合する際の斜視図
、（ｄ）は係合金具と固定金具を係合した状態を示す概略断面図である。
【図５】本発明に係る外壁材取付金具の他の一例を示すものであり、（ａ）は係合金具の
斜視図、（ｂ）は固定金具の斜視図、（ｃ）は係合金具と固定金具を係合する際の斜視図
、（ｄ）は係合金具と固定金具を係合した状態を示す概略断面図である。
【図６】本発明に係る外壁材取付構造を形成する工程の一例を示すものであり、（ａ）～
（ｅ）は概略断面図である。
【図７】外壁材の切断面に溝を形成する工程の一例を示すものであり、（ａ）（ｂ）は概
略斜視図である。
【図８】本発明に係る外壁材取付構造を形成する工程の一例を示すものであり、（ａ）～
（ｇ）は概略斜視図である。
【図９】本発明に係る外壁材取付構造を形成する工程の他の一例を示すものであり、（ａ
）～（ｅ）は概略断面図である。
【図１０】外壁材の切断面に溝を形成する工程の他の一例を示すものであり、（ａ）～（
ｄ）は断面図である。
【図１１】本発明に係る外壁材取付構造の他の一例を示す概略断面図である。
【図１２】（ａ）は本発明に係る外壁材取付金具の一例を示す概略断面図、（ｂ）は本発
明に係る外壁材取付構造の一例を示す概略断面図である。
【図１３】（ａ）は本発明に係る外壁材取付金具の他の一例を示す概略断面図、（ｂ）は
本発明に係る外壁材取付構造の他の一例を示す概略断面図である。
【図１４】（ａ）は本発明に係る外壁材取付金具の他の一例を示す概略断面図、（ｂ）は
本発明に係る外壁材取付構造の他の一例を示す概略断面図である。
【図１５】（ａ）は本発明に係る外壁材取付構造の他の一例を示す斜視図、（ｂ）は同上
の概略断面図である。
【図１６】本発明に係る外壁材取付構造の他の一例を示す概略断面図である。
【図１７】受け金具の一例を示すものであり、（ａ）は斜視図、（ｂ）は外壁材と受け金
具を係合した状態を示す概略断面図である。
【図１８】受け金具の他の一例を示すものであり、（ａ）は斜視図、（ｂ）は外壁材と受
け金具を係合した状態を示す概略断面図である。
【図１９】受け金具の他の一例を示すものであり、（ａ）は斜視図、（ｂ）は外壁材と受
け金具を係合した状態を示す概略断面図である。
【図２０】建築物の分解斜視図である。
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【図２１】建築物の正面図である。
【図２２】従来の外壁材取付構造の一例を示す概略断面図である。
【図２３】従来の外壁材取付構造の他の一例を示す概略断面図である。
【符号の説明】
【００６３】
　１　外壁材取付金具
　２　壁下地
　３　外壁材
　４　係合金具
　５　固定金具
　６　溝
　７　引掛部
　８　差込部
　９　受け部
　１０　突条
　１１　突条
　４０　引掛突部
　４１　支え片
　４２　固定片
　４３　受け金具

【図１】 【図２】
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【図１３】 【図１４】



(17) JP 5368768 B2 2013.12.18

【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図２３】
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